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「地熱発電プラントリスク評価システム（酸性熱水対応版）」各機能についての説明 
 

2022 年 10 月 20 日のニュースリリース「地熱発電プラントリスク評価システムを開発 ―酸性熱水資源の活

用を進め、地熱資源の利用促進に貢献―」にて発表いたしました「地熱発電プラントリスク評価システム（酸性

熱水対応版）」（図１）の各機能についてご紹介いたします。 

 

 

図１ 「地熱発電プラントリスク評価システム（酸性熱水対応版）」 基本画面 

 

（1）金属材料腐食速度試算 
本機能は、地表での熱水分析データ、例えば、熱水の温度、pH（この他に、データがあれば Cl-濃度、CO2・

H2S 分圧等）を入力すると、各鋼種（金属材料）に対する１年間当たりの腐食量を試算することができます。腐

食速度の予測には、後述の材料腐食速度データベースに基づいた鋼種の Cr 当量に基づく予測式（開発：産業

技術総合研究所、図２参照）を用いるものと、主に本事業で取得した金属材料の腐食試験データを基に開発し

た実験式（開発：エヌケーケーシームレス鋼管株式会社、図３参照）の 2 種類を使用することができます。前者

は、Cr 当量に基づくため多様な鋼種に対する試算が可能であり、後者は対象鋼種が限定されるものの、実験

データに基づいた予測式であることから、式の適用範囲内では、より実際に即した試算結果が得られると期待

されます。 
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図２ Cr 当量による腐食速度試算 画面 

 

 
図３ 各鋼種の腐食試験データに基づく腐食速度試算 画面 
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(2) 金属材料選定チャート 

地表で実測された、あるいは予測される熱水の温度・pH から適用可能な金属材料をチャート上で簡易に表

示します。本機能では、温度と pH に対する各材料の適用範囲を示した材料選定ダイヤグラム（図４参照）、な

らびに pH、温度、H2S・CO2 分圧から材料を選定する材料選定フローチャートを提供します（図５参照）。 

 

 
図４ 材料選定ダイヤグラム 画面 

 

 
図５ 材料選定フローチャート 画面 



[ここに⼊⼒] 
 

4 
 

 

（3） 金属材料による経済性評価 

本機能では、腐食速度予測式から推定した腐食速度により材料の減肉量からケーシングの耐用年数を試

算します。ケーシングの耐用年数あるいは一定期間の想定生産量に対して、ケーシングに使用する鋼材の違

い（坑井単価の違い）による 1kWh あたりの掘削コストを試算します（図６参照）。 

 

 

 
 

図６ 経済性評価試算結果 画面 
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（4）材料腐食速度データベース 
工業技術院東北工業技術試験所（現在の国立研究開発法人産業技術総合研究所）で実施されたサンシャ

イン計画の成果報告書 「地熱用材料の開発に関する研究、 1986」※1 における腐食試験データ（公開データ）

のデータベース化を行い、各鋼材における腐食速度の pH や温度の依存性をグラフ化します（図７参照）。検索

条件として、温度、pH、Cl-濃度、CO2 分圧、H2S 分圧が選択できます。また、腐食環境として酸性熱水、および

酸性熱水に非凝縮性ガス（飽和 H2S）を加えた条件、あるいは NaCl を加えた条件を選択することができます。 

 

 
 

図７ 材料腐食速度データベース 画面 
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（5）腐食に係る文献データベース 
本機能は、地熱における腐食に関する公開文献（国内・海外を含む約300文献 ※2020年度中頃までが対

象）について、キーワードや著者名、腐食試験条件（温度、pH、金属の設定）等により検索し、書誌情報を表示

するためのデータベースです（図８参照）。 

 

 

図８ 腐食に係る文献データベース 画面 
 

 

【注釈】 

※1 材料腐食速度データベース 

「地熱用材料の開発に関する研究」［工業技術院東北工業技術試験所（現在の国立研究開発法人産業技術総合研

究所）、（1986）］を元にしたデータベースです。 
 

 

 

 

 

以上 

 

 


